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(57)【要約】
本発明の方法は、制御システムから効果装置に動作信号
を送信するステップと、動作信号に従って効果装置を動
作させるステップと、効果装置の効果を検出するステッ
プと、前記効果に対して場所を割り当てるステップと、
前記効果の場所を記憶するステップと、を有する。効果
装置は照明装置を有することが可能であり、その方法は
複数の効果装置を有することが可能である。



(2) JP 2010-507209 A 2010.3.4

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　制御システムから効果装置に動作信号を送信する方法であって、前記動作信号に従って
前記効果装置を動作させるステップと、前記効果装置の効果を検出するステップと、前記
効果に対して場所を割り当てるステップと、前記効果の前記場所を記憶するステップと、
を有する方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、前記効果装置を識別する識別データを記憶するステッ
プを更に有する、方法。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の方法であって、前記効果装置は、照明装置、オーディオ装置、
表示装置、ファン及びスコーク装置のうちの１つを有する、方法。
【請求項４】
　請求項１乃至３の何れか一項に記載の方法であって、複数の効果装置について前記方法
を繰り返すステップを更に有する、方法。
【請求項５】
　請求項１乃至４の何れか一項に記載の方法であって、前記効果装置に送信される前記動
作信号はオン信号を有する、方法。
【請求項６】
　請求項１乃至５の何れか一項に記載の方法であって、前記効果装置に更なる動作信号を
送信するステップを更に有する、方法。
【請求項７】
　請求項６に記載の方法であって、前記効果装置に送信される前記更なる動作信号はオフ
信号を有する、方法。
【請求項８】
　請求項１乃至７の何れか一項に記載の方法であって、前記効果の前記場所を記憶する前
記ステップは、それぞれの効果装置における記憶装置に前記場所を記憶する、方法。
【請求項９】
　請求項１乃至７の何れか一項に記載の方法であって、前記効果の前記場所を記憶する前
記ステップは、前記制御システムにおける記憶装置に前記場所を記憶する、方法。
【請求項１０】
　請求項１乃至９の何れか一項に記載の方法であって、前記制御システムから前記効果装
置に前記動作信号を送信することと前記効果装置の前記効果を検出することとの間の遅延
を測定するステップを更に有する、方法。
【請求項１１】
　請求項１乃至１０の何れか一項に記載の方法であって、前記制御システムから前記効果
装置に一連の異なる複数の動作信号を送信するステップと、前記異なる複数の動作信号に
従って前記効果装置を動作させるステップと、前記効果装置についての強度曲線を演算す
るステップと、を更に有する、方法。
【請求項１２】
　請求項１乃至１１の何れか一項に記載の方法であって、試験装置の効果を検出するステ
ップと、前記効果装置の前記効果と前記試験装置の前記効果との間の差を測定するステッ
プと、を更に有する、方法。
【請求項１３】
　請求項１乃至１２の何れか一項に記載の方法であって、前記制御システムから第２効果
装置に動作信号を同時に送信するステップと、前記動作信号に従って前記第２効果装置を
動作させるステップと、前記効果装置と前記第２効果装置の組み合わされた効果を検出す
るステップと、前記組み合わされた効果に対して場所を割り当てるステップと、前記組み
合わされた効果の前記場所を記憶するステップと、を更に有する、方法。
【請求項１４】
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　請求項１乃至１３の何れか一項に記載の方法であって、検出装置を位置付けるステップ
を更に有し、前記検出装置は前記効果装置の効果を検出し、前記位置付けるステップは、
前記検出装置において位置付けられた参照点に従う、方法。
【請求項１５】
　請求項１乃至１４の何れか一項に記載の方法であって、参照信号を検出するステップと
、前記検出された参照信号に従って論理場所マップを位置付けるステップと、を更に有す
る、方法。
【請求項１６】
　制御システム、検出装置及び１つ又はそれ以上の効果装置を有するシステムであって、
前記制御システムは前記効果装置に動作信号を送信するように備えられ、前記効果装置は
前記動作信号に従って前記効果装置を動作させるように備えられ、前記検出装置は前記効
果装置の効果を検出するように備えられ、前記制御システムは前記効果に対して場所を割
り当て、前記効果の前記場所を記憶するように更に備えられている、システム。
【請求項１７】
　請求項１６に記載のシステムであって、前記制御システムは、前記効果装置を識別する
識別データを記憶するように更に備えられている、システム。
【請求項１８】
　請求項１６又は１７に記載のシステムであって、前記効果装置は、照明装置、オーディ
オ装置、表示装置、ファン及びスコーク装置のうちの１つを有する、システム。
【請求項１９】
　請求項１６乃至１８の何れか一項に記載のシステムであって、前記制御システムは、前
記システムにおける各々の効果装置について前記動作信号の送信を繰り返すように更に備
えられている、システム。
【請求項２０】
　請求項１６乃至１９の何れか一項に記載のシステムであって、前記効果装置に送信され
る前記動作信号はオン信号を有する、システム。
【請求項２１】
　請求項１６乃至２０の何れか一項に記載のシステムであって、前記制御システムは、前
記効果装置に更なる動作信号を送信するように更に備えられている、システム。
【請求項２２】
　請求項２１に記載のシステムであって、前記効果装置に送信される前記更なる動作信号
はオフ信号を有する、システム。
【請求項２３】
　請求項１６乃至２２の何れか一項に記載のシステムであって、前記効果の前記場所を記
憶するときに、それぞれの効果装置における記憶装置に前記場所を記憶するように、前記
制御システムを備えている、システム。
【請求項２４】
　請求項１６乃至２２の何れか一項に記載のシステムであって、前記効果の前記場所を記
憶するときに、前記制御システムにおける記憶装置に前記場所を記憶するように、前記制
御システムを備えている、システム。
【請求項２５】
　請求項１６乃至２４の何れか一項に記載のシステムであって、前記制御システムは、前
記効果装置に前記動作信号を送信することと前記効果装置の前記効果を検出することとの
間の遅延を測定するように更に備えられている、システム。
【請求項２６】
　請求項１６乃至２５の何れか一項に記載のシステムであって、前記制御システムは、前
記効果装置に一連の異なる複数の動作信号を送信するように更に備えられ、前記効果装置
は、前記異なる複数の動作信号に従って前記効果装置を動作させるように備えられ、前記
制御装置は、前記効果装置についての強度曲線を演算するように備えられている、システ
ム。
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【請求項２７】
　請求項１６乃至２６の何れか一項に記載のシステムであって、前記検出装置は、試験装
置の効果を検出し、前記効果装置の前記効果と前記試験装置の前記効果との間の差を測定
するように更に備えられている、システム。
【請求項２８】
　請求項１６乃至２７の何れか一項に記載のシステムであって、前記制御システムは、第
２効果装置に動作信号を同時に送信するように更に備えられ、前記第２効果装置は、前記
動作信号に従って動作するように備えられ、前記検出装置は、前記効果装置と前記第２効
果装置の組み合わされた効果を検出するように備えられ、前記制御システムは、前記組み
合わされた効果に対して場所を割り当て、前記組み合わされた効果の前記場所を記憶する
ように備えられている、システム。
【請求項２９】
　請求項１６乃至２８の何れか一項に記載のシステムであって、前記検出装置は、前記検
出装置を位置付けるために、前記検出装置において位置している参照点を有する、システ
ム。
【請求項３０】
　請求項１６乃至２９の何れか一項に記載のシステムであって、前記検出装置は、参照信
号を検出するように備えられ、前記制御システムは、前記検出された参照信号に従って論
理場所マップを位置付けるように備えられている、システム。
【請求項３１】
　コンピュータ読み出し可能媒体におけるコンピュータプログラムであって、システムを
動作させるためのコンピュータプログラムであり、制御システムから効果装置に動作信号
を送信し、前記動作信号に従って前記効果装置を動作させ、前記動作信号に従って前記効
果装置を動作させ、前記効果装置の効果を検出し、前記効果に対して場所を割り当て、前
記効果の前記場所を記憶するための命令を有する、コンピュータプログラム。
【請求項３２】
　請求項３１に記載のコンピュータプログラムであって、前記制御システムは、前記効果
装置を識別する識別データを記憶する命令を更に有する、コンピュータプログラム。
【請求項３３】
　請求項３１又は３２に記載のコンピュータプログラムであって、複数の効果装置につい
ての方法を繰り返す命令を更に有する、コンピュータプログラム。
【請求項３４】
　請求項３１乃至３３の何れか一項に記載のコンピュータプログラムであって、前記効果
装置に送信される前記動作信号はオン信号を有する、コンピュータプログラム。
【請求項３５】
　請求項３１乃至３４の何れか一項に記載のコンピュータプログラムであって、前記効果
装置に更なる動作信号を送信する命令を更に有する、コンピュータプログラム。
【請求項３６】
　請求項３５に記載のコンピュータプログラムであって、前記効果装置に送信される前記
更なる動作信号はオフ信号を有する、コンピュータプログラム。
【請求項３７】
　請求項３１乃至３６の何れか一項に記載のコンピュータプログラムであって、前記効果
の前記場所を記憶する前記命令は、前記制御システムにおける記憶装置に前記場所を記憶
する命令を有する、コンピュータプログラム。
【請求項３８】
　請求項３１乃至３６の何れか一項に記載のコンピュータプログラムであって、前記効果
の前記場所を記憶する前記命令は、前記制御システムにおける記憶装置に前記場所を記憶
する命令を有する、コンピュータプログラム。
【請求項３９】
　請求項３１乃至３７の何れか一項に記載のコンピュータプログラムであって、前記制御
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システムから前記効果装置に前記動作信号を送信することと前記効果装置の前記効果を検
出することとの間の遅延を測定する命令を更に有する、コンピュータプログラム。
【請求項４０】
　請求項３１乃至３９の何れか一項に記載のコンピュータプログラムであって、前記制御
システムから前記効果装置に一連の異なる複数の動作信号を送信し、前記異なる複数の動
作信号に従って前記効果装置を動作させ、前記効果装置についての強度曲線を演算するた
めの命令を更に有する、前記コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明装置のような効果装置の効果を検出して、場所付ける方法及びシステム
に関する。本発明は、周囲環境システムに存在する、照明装置のような複数の効果装置の
ための自動位置更新を提供する。
【背景技術】
【０００２】
　エンターテインメント業界における開発は、ユーザの一次エンターテインメント経験に
付加するように付加効果を提供するオーグメンテーション（ａｕｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ）
システムの創出に繋がるものである。このような例には、表示装置に表示され且つオーデ
ィオ装置に接続され、周囲環境における他の装置により増強される映画がある。それらの
付加装置は、例えば、映画のコンテンツと関連して制御される照明装置又は温度装置であ
ることが可能である。映画に映し出されているシーンが水中のものである場合、複数の付
加光が青色の周囲環境を提供することが可能であり、部屋の温度を低くするように、ファ
ンが作動することが可能である。
【０００３】
　投影ａｍＢＸ（ｗｗｗ．ａｍＢＸ．ｃｏｍを参照されたい）が開発されていて、スクリ
プティング技術は、コンテンツ経験を改善することが可能である効果の描写を可能にする
。本質的には、ａｍＢＸは、改善された経験の高度な描写を描写するマークアップ言語の
形式をとる。複数のスクリプトから、ａｍＢＸエンジンは、ユーザの環境における異なる
場所の装置について低度の入力を有する情報を生成する。ａｍＢＸエンジンは、この入力
を効果装置に通信し、その効果装置は、この入力によりアクチュエータを操縦する。同時
に、測定の場所のオーグメンテーション装置における種々のアクチュエータの出力は、そ
れらの場所についてａｍＢＸスクリプトにより描写される複数の改善された経験を生成す
る。
【０００４】
　効果装置の例としては照明装置がある。そのような照明装置は、オーグメンテーション
システムのプロトコルに従って、入来メッセージに基づいて色付き光を提供することがで
きる。それらのメッセージは、特に、場所（システム構成中に特定される）に基づいてａ
ｍＢＸにより送られる。この照明装置のみが、その照明装置の場所について色付き光効果
をもたらすａｍＢＸスクリプトを実行する結果である光コマンドを処理することができる
。
【０００５】
　現在は、ユーザは、例えば、適切なエントリポイントを提供するユーザインタフェース
に場所を入力することにより、又は切り換え機構を用いることにより、効果装置の場所を
手動で設定する必要がある。このことは、付加効果を提供している特定のオーグメンテー
ションシステムにより用いられている場所モデルの概念をユーザが認識して、理解する必
要があるシーンにおいては、ユーザにとって困難である可能性がある。典型的な専門家以
外のユーザは、それらの概念を認識していないし、恐らく、認識しようとも思わないであ
ろう。
【０００６】
　ａｍＢＸ環境において、ａｍＢＸ装置はａｍＢＸエンジンに情報を伝え、そのａｍＢＸ
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エンジンの場所で、ａｍＢＸ装置は、ａｍＢＸエンジンに装置フラグメントを送ることに
よりその効果をもたらす。この装置フラグメントは、ａｍＢＸ装置の能力及びａｍＢＸ世
界における場所を有する。このために、羅針盤（北、南、東及び西方向）における現在の
風向きに基づくａｍＢＸ場所モデルが規定される。しかしながら、この場所モデルは、将
来、他の場所を伴って拡張されることが可能である。そのような装置フラグメント１０の
例を図１に示す。この例（図１を参照されたい）においては、ａｍＢＸ装置は、現在のａ
ｍＢＸ場所モデルを用いて、“北（Ｎ）”に存在する。
【０００７】
　現在は、例えば、照明装置自体における場所スイッチを調整し、装置フラグメントに設
定される場所を変えることにより、効果装置の位置を手動でのみ設定することが可能であ
る。これは、装置フラグメントにおける＜場所＞タグの値の変化をもたらす。
【０００８】
　米国特許出願公開第２００５／０２７５６２６号明細書において、ビデオジョッキー及
び類似する専門家によりリアルタイムに照明効果についての高性能な制御を含む、照明シ
ステムをまた、制御することができるオーディオ／ビジュアル制御システムを提供する方
法及びシステムについて開示されている。この特許文献の実施形態は、環境内に光システ
ムの位置を自動的に捕捉する方法である。一連のステップは、この方法を達成するように
用いられることが可能である。先ず、マッピングされるべき環境は、環境光を低減するこ
とにより暗くすることが可能である。次に、順にオン及びオフに切り替わる光システムを
命令する制御信号が、各々の光システムに送られることが可能である。同時に、カメラは
、各々のオンのときの間、画像を捕捉することが可能である。次に、画像は、“オン”光
システムの位置を場所付けるように解析される。次のステップにおいて、重心が抽出され
、光システムの重心位置が記憶され、そのシステムは、光システムのテーブル及び重心位
置を生成する。このデータは、構成ファイルをポピュレートするように用いられることが
可能である。要約すると、各々の光システムは順に、アクティブにされ、重心測定が行わ
れる。このことは、光システム全てについて行われる。それ故、画像は、（ｘ，ｙ）座標
を有する面において光システムの位置を与える。
【０００９】
　本明細書における方法及びシステムは、複数の光システムの場所をマッピングする光シ
ステムマネージャのマッピング設備を提供する方法及びシステムを有する。実施形態にお
いては、マッピングシステムは、上記の技術を用いて、環境における照明システムを見つ
ける。実施形態においては、マッピング設備は、次いで、グラフィカルユーザインタフェ
ースを用いて、二次元空間において光システムをマッピングする。
【００１０】
　本明細書に記載しているシステムは、複数の照明システムを含む環境において照明シス
テムの場所に関連する情報を提供する。複数の状況下で、光の場所、又は、実際には、何
れかの効果装置の場所は、システムのユーザの実際の経験に関連する有用なシステムを実
現するには十分でないため、この情報は、オーグメンテーションシステムにおいては有用
でない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】米国特許出願公開第２００５／０２７５６２６号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　従って、本発明の目的は、従来技術を改善することである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の第１の特徴に従って、制御システムから効果装置に動作信号を送信するステッ
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プと、動作信号に従って効果装置を動作させるステップと、効果装置の効果を検出するス
テップと、前記効果に対して場所を割り当てるステップと、前記効果の場所を記憶するス
テップと、を有する方法を提供する。
【００１４】
　本発明の第２の特徴に従って、制御システムと、検出システムと、１つ又はそれ以上の
効果装置と、を有するシステムであって、制御システムは効果装置に動作信号を送信する
ように備えられ、効果装置は動作信号に従って動作するように備えられ、検出装置は効果
装置の効果を検出するように備えられ、制御システムは、前記効果に対して場所を割り当
て、前記効果の場所を記憶するように更に備えられている、システムを提供する。
【００１５】
　本発明の第３の特徴に従って、コンピュータ読み出し可能媒体におけるコンピュータプ
ログラムであって、システムを動作させ、制御システムから効果装置に動作信号を送信す
る命令を有し、動作信号に従って効果装置を動作させ、効果装置の影響を検出し、前記影
響に対して場所を割り当て、前記効果の場所を記憶する、コンピュータプログラムを提供
する。
【００１６】
　本発明により、多くの場合に、装置の実際の物理的場所とかなり異なる装置によりもた
らされる効果の場所を確認して、記憶することが可能である。照明装置に関しては、例え
ば、光は、部屋の一の側に位置付けられることが可能であるが、その光により与えられる
実際の照明は部屋の他の側にある。装置自体というのではなく、装置の効果についての場
所情報を得ることは、その効果が供給されているところからかなり遠い可能性がある装置
の実際の場所に拘わらず、特定の場所において提供されるようになっている効果が正確な
装置に向けられることが可能であるという重要な有利点を有する。
【００１７】
　ファンのような他の種類の効果装置は、方向性のある効果を提供し、その装置の効果の
実際の場所は、部屋内にある家具等のトポロジ等の因子に依存する。また、装置自体の実
際の場所が変わることなく、装置の効果の場所が変化する場合がある。これは、環境内の
他の変化の結果として生じる可能性がある。本発明は、オーグメンテーションを提供する
各々の及び全ての効果装置によりもたらされる効果の動的場所を追跡することができる。
オーディオ装置及びスモーク装置等の他の効果装置はまた、本発明の方法及びシステムに
よりもたらされる効果を有することが可能である。
【００１８】
　本発明は、ａｍＢＸ装置等の装置により得られる効果についての場所を自動的に得るこ
とを提案している。これは、方向感応性を有する１つ又はそれ以上の制御装置を用いるこ
とにより（センサ測定に基づいて）行われることが可能である。本発明は、特に、照明装
置を対象とし、その照明装置について光強度が測定され、その測定の結果が場所グリッド
においてマッピングされ、そのことは効果装置によりもたらされる効果の場所を決定する
ことができる。
【００１９】
　本発明の一有利点は、例えば、ａｍＢＸ照明効果装置にａｍＢＸ場所を割り当てること
が自動的に行われ、それ故、専門家でないユーザにとってあまり複雑でないことである。
本発明は、ａｍＢＸ環境でａｍＢＸシステム及びａｍＢＸ照明装置と共に用いるのは適切
である。照明装置は、将来のオーグメンテーション環境における最も一般的な装置になる
可能性がある。本発明は、ユーザにとって自動化及び非自動化に拘わらず、それらの照明
装置に場所を割り当てる可能性を提供することができる。
【００２０】
　有利であることに、前記効果の場所を記憶するステップは、それぞれの効果装置におけ
る記憶装置に又は制御システムにおける記憶装置に場所を記憶する。実際の効果装置から
遠い場所にある、その効果の場所が記憶される場合、その方法は、前記効果装置を識別す
る識別データを記憶することを更に有する。
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【００２１】
　好適には、その方法は、複数の効果装置のためにその方法を繰り返すことを更に有する
。殆どのシステムにおいては、複数の効果装置が存在し、その方法のシステムは、オーグ
メンテーションシステムにおける各々の装置の効果の場所を突き止める発見処理の繰り返
しを備えている。
【００２２】
　この繰り返し処理は、各々の装置の効果の場所を実際に正確に分析するように複数の検
出装置を用いることを有することが可能である。異なる種類の効果装置がそのシステムに
存在する場合、それぞれの異なる検出装置は、各々の異なる種類の装置についての効果位
置を分析する必要がある。それ故、カメラ又は適切な撮影装置が各々の照明効果装置のた
めに用いられることが可能であり、効果装置がファンである場合、吹き流し又はそれに類
似する装置を用いることが可能である。
【００２３】
　理想的には、効果装置に送信される動作信号はオン信号を有し、その方法は、効果装置
に更なる動作信号を送信することを更に有し、効果装置に送信されるこの更なる動作信号
はオフ信号を有する。このように、効果装置は、その装置によりもたらされる効果の場所
を特定する目的で、オン及びオフを切り換える。このことは、そのシステムが順に複数の
異なる装置を通して循環する場合に、特に適する。
【００２４】
　装置の実際の動作構成に依存して、装置の実際の動作強度勾配における変化を用いるこ
とが、ある状況で好ましい可能性があり、異なる効果場所が同じ装置について分類される
場合があり得るために、動作信号は、オンオフの多様性を有する必要はない
　例えば、装置は、３つの有効な機能位置、即ち、オフ、低、高を有することが可能であ
る。このことは、何れかの種類の効果装置について適用されることが可能である。その方
法は、それ故、装置の“低”及び“高”構成の両方についてもたらされる効果についての
場所情報を得ることが可能である。その方法は、制御システムから効果装置に一連の異な
る動作信号を送信するステップと、それらの異なる動作信号に従って効果装置を動作させ
るステップと、このようにして、効果装置についての強度曲線を演算するステップと、を
更に有することが可能である。
【００２５】
　好適には、その方法は、制御システムから効果装置に動作信号を送信するステップと、
効果装置の効果を検出することとの間の遅延を測定するステップと、を更に有する。その
システムは、装置に送信される命令と、その命令を実際に事項する装置との間の遅延を測
定するように用いられることが可能である。このことは、効果装置における時間遅延を演
算するように用いられることが可能であり、それ故、オーグメンテーションシステムが動
作しているときに、正確な同期を確実にする効果装置への命令の送信を適合させるように
用いられることが可能である。遅延はまた、同時に動作信号を送信する２つの装置の検出
された効果の間の遅延を測定することにより演算されることが可能である。
【００２６】
　有利であることに、その方法は、試験装置の効果を検出するステップと、効果装置の効
果と試験装置の効果との間の差を測定するステップと、を更に有することが可能である。
試験装置は他の効果装置であることが可能であり、又は、オーグメンテーションシステム
で用いられる装置の集合の一部を構成するテレビ等の装置であることが可能である。その
試験装置は、効果装置の実際の性能を較正する目的のためにまた、例えば、照明装置とテ
レビとの間の色差を検出するように用いられることが可能である。
【００２７】
　その方法はまた、制御システムから第２効果装置に動作信号を同時に送信するステップ
と、その動作信号に従って第２効果装置を動作させるステップと、２つの効果装置の組み
合わされた効果を検出するステップと、その組み合わされた効果に対して場所を割り当て
るステップと、その組み合わされた効果の場所を記憶するステップと、を有することが可
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能である。
【００２８】
　検出装置は、有利であることに、検出装置を位置付けるために、検出装置において位置
付けられた参照点を有することが可能である。この参照点は、センサ装置自体において視
認可能である。例えば、ユーザがテレビに対して指示し、それにより、検出装置を場所付
ける必要がある矢印が備えられることが可能である。
【００２９】
　本発明の実施形態について、以下、例示として、添付図を参照しながら詳述する。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】オーグメンテーションシステムで用いるＸＭＬ装置フラグメントを示す図である
。
【図２】ランプのような効果装置によりもたらされる効果の場所を決定するシステムの模
式図である。
【図３】図２のシステムを動作させる方法のフロー図である。
【図４】図２のシステムを動作させる効果装置の対の模式図である。
【図５】動作信号に従って動作する１つの装置を有する、効果装置の対についての図４に
類似する模式図である。
【図６】場所グリッドの模式図である。
【図７】図５に示す効果装置の対を図６の場所グリッドと重ね合わした模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　図２は、制御システム１２と、検出装置１４と、１つ又はそれ以上の効果装置１６と、
を有するシステムを示している。効果装置１６は照明装置１６である。制御システム１２
は２つの構成要素、即ち、位置構成ユニット１８及びａｍＢＸエンジン２０を有する。制
御システム１２の構成は、専用のハードウェアであることが可能であり、又は、種々の効
果装置１６の制御に寄与する配信されたソフトウェアアプリケーションであることが可能
である。
【００３２】
　有効な一実施形態は、（広角）カメラ又は方向光センサのような方向感応性であるセン
サを有する小さい場所構成装置を有する検出装置１４についてのものである。彼又は彼女
が全体的オーグメンテーションシステムを使用しているとき、このセンサは、ユーザが、
通常、存在している場所に位置付けられることが可能である。
【００３３】
　制御システム１２は、効果装置１６に動作信号２２を送信するように備えられている。
ソフトウェアアップリケーションであることが可能である場所構成装置１８からのトリガ
により、ａｍＢＸ環境において照明装置１６をオンに切り換える。点灯された照明装置１
６のこのような効果は、照明装置が存在する環境が暗いときに、視野内にある方向センサ
１４により検出されることが可能である。効果装置１６は、動作信号２２に従って動作可
能であるように備えられ、検出装置１４は、効果装置１６の効果を検出するように備えら
れている。
【００３４】
　制御システム１２は、検出された効果に対して場所を割り当て、前記効果のその場所を
記憶するように更に備えられている。点灯された照明装置１６の効果がセンサの視野内で
検出されるとき、場所較正ユニット１８は、センサ信号２４を分析することにより且つセ
ンサ信号２４に場所モデルをマッピングすることにより、どの場所において、照明装置１
６がその光効果をもたらすかを判定することが可能である。
【００３５】
　続いて、場所較正ユニット１８は、この場所についてａｍＢＸエンジン２０に送信する
。このａｍＢＸエンジン２０は、照明装置１６の場所について記憶するように、幾つかの
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オプションを有する。ａｍＢＸエンジン２０は、ａｍＢＸエンジン２０において局所的に
照明装置の場所設定について記憶することが可能であり、又は、ａｍＢＸエンジン２０は
、照明装置１６自体における場所設定について記憶することが可能である。効果装置１６
に場所付けられた記憶装置はその場所を記憶する、又は、ａｍＢＸエンジン２０に接続さ
れている記憶装置は、特定効果装置１６を識別する一部の識別データと共に、その場所を
記憶する。
【００３６】
　上記の場所較正処理は、ａｍＢＸエンジン２０に対してそれら自体、知らされている全
ての照明装置１６について繰り返される。図３は、取得処理の方法論を要約していて、そ
の取得処理は、順に個々の効果装置の場所を得るものである。
【００３７】
　制御システムの動作のより詳細な実施例について、図４乃至７に関連付けて説明する。
方向センサ１４の実施例は、環境におけるユーザの同じ場所に位置している単純なビデオ
カメラのようなカメラである。このカメラは、１つ又はそれ以上のａｍＢＸ照明装置１６
が存在する暗いシーンの方を向いている。この図は、オーグメンテーションシステムを有
する環境２６を示している。図４は、そのようなシステムのかなり簡略化されたビューで
ある。更なる詳細については、米国特許出願公開第２００２／０１６９８１７号明細書を
参照されたい。
【００３８】
　図４乃至７の実施形態においては、特定照明装置１６ａは、制御システム１２により場
所較正装置１８のトリガの後に照明される。シーンの画像は、図５に示すように、照明装
置１６ａが点灯された後に生成される。場所較正装置１８は、場所モデルを画像の上部の
場所グリッドの形式に入れることにより、この画像を分析する。
【００３９】
　そのような場所グリッド２８の例を図６に示している。この場所グリッド２８はまた、
その場所の高さを含むことが可能である。勿論、場所グリッドは、異なるフォーマットを
有することが可能であり、そして異なるブロックサイズを有することが可能である。例え
ば、広角レンズを有するカメラの場合、場所グリッドにおける線は、直線でなく、そして
直交していない。この場所グリッド２８は、検出装置１４により検出される効果に対する
場所を割り当てるように用いられる。場所グリッドは三次元であることが可能である。
【００４０】
　図７は、場所グリッド２８が検出装置１４により受け入れられた画像にどのように重ね
合わされるかを示している。一実施形態においては、点灯された照明装置１６ａからの効
果の場所が決定される、グリッドブロックの輝度値にアルゴリズムが適用される。そのよ
うなアルゴリズムの例は、最も高い輝度（複数のブロック画素の輝度の合計）又は最も高
い平均輝度（複数のブロック画素の輝度の平均）を有するブロックを選択することである
。後者は、ブロックサイズが等しくない（画素数において）場合に必要である。
【００４１】
　図４乃至７の実施例においては、左側の照明装置１６ａにより生成される効果の場所は
、最も高い輝度を有するブロックに割り当てられた場所は“ＮＷ”ブロックであるため、
“ＮＷ”である。このブロックの高さは、それ故また、左側の照明装置１６ａにより生成
される効果の高さは“天井”である。
【００４２】
　例えば、全グリッドの３ｘ３フォーマットにおける９つのブロックの全ての集合を調べ
ることが可能であり、このブロックが最も高いブロックの輝度合計又は最も高い平均輝度
を得る場合、中央のブロックは場所グリッドにおける照明装置の位置を決定する。
【００４３】
　検出装置は、検出装置を位置付けるために、検出装置において位置付けられている参照
点を有することが可能である。この参照点は、その装置自体において視認可能であること
が可能である。例えば、ユーザがテレビを指し示す必要がある矢印が与えられることが可
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るように維持される。北方向の場所は、参照点の側に示される。
【００４４】
　検出装置はまた、検参照信号を検出し、検出された参照信号に従って、論理場所マップ
（場所グリッド２８のような）を位置付けることが可能である。これは、検出された信号
における参照信号の存在を検出することにより見つけられることが可能である。例えば、
先ず、テレビを位置付けることにより（テレビのコンテンツを検出された信号に位置付け
ることにより）、場所グリッド２８が、北方向の場所がテレビジョンの場所にマッピング
されるように整形される及び回転されることが可能である。
【００４５】
　以下の拡張が、基本的な実施形態に対して提供されることがまた、可能である。
【００４６】
　暗い環境においてカメラの一画像を解析することに代えて、暗くない環境におけるカメ
ラの２つの画像を解析することが可能である。このようにして、照明装置１６の点灯前に
一画像が撮影され、その点灯後に一画像が撮影される。画像の光強度における最大の差分
を有する場所グリッドの一部は、照明装置１６により生成された効果の場所を提供する。
【００４７】
　画像を分析することに代えて、シーンの映像は、ａｍＢＸ照明装置１６にａｍＢＸ光コ
マンドとして動作信号を送った後に、分析されることが可能である。このようにして、ま
た、照明装置１６にａｍＢＸ光コマンドを送ることと、照明装置１６の点灯の瞬間との間
の遅延が決定されることとが可能である（ビデオカメラの遅延を考慮して）。このことは
、ａｍＢＸシステムと特定の照明装置との間の通信遅延が制御システム１２を用いること
により決定されることを意味する。
【００４８】
　カラー画像又は映像のようなカラー化信号を解析することにより、照明装置１６の色が
適合する必要があるテレビのスクリーンにおける映像コンテンツとａｍＢＸ照明装置との
色差が制御システム１２により決定される。この場合、照明装置１６及びテレビのスクリ
ーンの両方は、センサ１４の視野において視認可能である。制御システム１２は、ａｍＢ
Ｘエンジン２０における色補正を記憶することが可能であり、ａｍＢＸエンジン２０は、
ａｍＢＸ照明装置１６に対してａｍＢＸ光コマンドを送るとき、この補正を考慮すること
が可能である。
【００４９】
　異なる出力（例えば、１００％強度、５０％強度、２５％強度）に基づいて照明装置の
強度を分析することにより、強度曲線が計算される。その計算の結果は、この曲線が対数
であるか又は線形であるかを判定するように用いられることが可能である。その結果はま
た、照明装置１６の退色曲線がどのようなものであるかを判定するように用いられる。セ
ンサ１４としてカメラを用いることにより、周囲環境における照明装置１６の効果を測定
することが可能である。
【００５０】
　他の種類の装置がまた、同様に位置付けられることが可能である。風向きのための方向
センサを用いることにより、ファン／ブロアの場所及び高さが決定される。音声装置につ
いては、受け入れられた音声ボリュームにおけるある方向測定が、場所に関して決定する
ように用いられる（これはまた、５．１又は６．１ステレオを有するホームシアタ装置に
ついて用いられることが可能である）。
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